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成果の概要の報告

1. 研究テーマの中の一つが ｢苦手な学生 ･生徒にも数学が理解できるように､イ

メージを利用した教材を実際に作成して効果をはかりながら､改良を加えていくこ

と｣であった｡

これについて､研究代表者の岡部と分担者の西村は､今までの研究の戒具を算数の

教材の一部に取り入れて､算数の教科書を完成させた｡

特に､教科書全体に､科研費で研究された和算の直観的な思考法を用いている｡ま

た､1-2年の教科書では､足し算や引き算が導入されるところでもあり､ここでは特

にそろばんを効果的に用いることができることがわかった｡さらに､6年生の図形の

部分では､建部賢弘の提唱した和算の思考法が有効であることも判明した｡以下の2

点に注意しながら教材を開発した｡

(1) 足し算や引き算の繰り上がり､繰り下がりをそろばんを用いて､目に見えるよ

うに図示すると､生徒に理解しやい｡

(2) 図形の円や扇形の面積の計算法に建部のトイレットペーパーの方法が有効｡

これ以降も､引き続き教材に改良を加え､さらに中学校-の方向性を示す予定であ

る｡

2.本研究は､ ｢社会の要請に対応する研究｣の側面も持っている｡これは､ ｢理数離

れ｣食い止める点である｡これは､日本の教育界のみならず､経済界にとっても緊急

の課膚であり､社会の要請に応える課題の中で最も重要な一つと考えられている｡

この点に関しては､得られた成果を公開し､社会に還元し､教育効果を検証する作

業と並行して進めているO以下に主要な仕事を述べる｡

(1)岡部は､小 ･中 ･高の学校教材が社会の中でどう用いられているかの文科省

委託研究の数学班の主査として本研究で得られた結果も有効に活かした｡

(2)岡部は､パナソニックセンターや日本商工会議所の企画の立案 ･実行に協力

した｡これは､お台場のパナソニックセンターの中に体験型博物館 ｢リスー トピア｣

の開館という形で結実した｡これは､子供のころから手に触れて数学と理科を好きに

なってもらおうという試みの一つでもあるOこの博物館はNHKはじめ多くのテレビや新
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関のメディアで報じられ､幾つかの賞も受賞した｡岡部自身も幾つかの取材に応えた｡

(3)また､岡部は ｢文科省の理科大好きプラン｣に協力する形で､この間50校以

上の出前授業を行ったが､そこでも本研究で得られた和算の思考法の利用を効果的に

用いた｡またその中で得 られた反省点や評価すべき点をフィー ドバックした｡

3.このプロジェクトが中心となって､経済学部の補習授業の方法研究や教材開発を進

めてきたこともあり､現在も行われている補習授業にも協力した｡
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